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『マスク』百年のある 1ページをひも解く

～100年前スペイン風邪、新型コロナウイルスの感染拡大で注目～

かつて、着けている姿が恥ずかしいと拒まれていた「マスク」。コロナ禍の今では着

けているのが当たり前になった「マスク」。新型コロナウイルスの感染防止のほか、花

粉の防御を目的に使用することが日常だ。中にはスッピンを隠すとか、余計なコミュニ

ケーションを避ける目的でつける人もいるようだ。今や、マスク着用は特別視されない

時代にある。

コロナ禍で注目集めたマスク狂騒曲一買占め、転売横行

マスク着用が当然とされている現象は、2019年末から正月を思い起こせば中国人観

光客らしき集団の爆買い光景。目的がマスクの箱買いだ。その折は不思議な光景と映っ

たが、2020年 2月 3日 に横浜港へ検査帰港したクルーズ船の異様な検査風景から状況

は一変した。マスクの需要急拡大を伴う一方、マスクの買い占め、転売が横行するなど

暫くの間、マスク狂騒曲状態に、手指の消毒液の確保にも苦労させられた。そして、マ

スク関連の出版物も目にすることが多くなった。

菊池寛の短編集「マスク」に隠されたエピソード

過日のこと、図書館の棚で菊池寛の短編集『マスク』を見つけた。スペイン風邪が猛

威をふるった 100年前。菊池寛は恰幅が良くて丈夫そうに見えるが、実は人一倍体が

弱かった。そこでうがいやマスクで感染予防を徹底。その様子はコロナ禍の現在となん

ら変わらない。スペイン風邪流行下の実体験をもとに描かれた短編。見かけは頑健に思

われているが、実は心臓も肺も、胃腸も弱い。そんな菊池に医者は「流行性感冒にかか

ったら、助かりっこありません」と言う。だから、文壇の大御所はうがい。マスク。外

出せずという感染対策を徹底。新間には毎日の死者数が報告され、それに一喜一憂した

など、まるで今、コロナ禍の現代生活を描写しているようだ。

しかし後日談が面白い。スペイン風邪終息後の陽気の良い日に黒マスクの青年にす

れ違った際、文豪は自身が世話になった黒マスクを見て、イヤな気分になったという。

・・・宜なるかな。              (西 武地区 坂田禎三)



怪我は一瞬の出来事です ! 頭と顔は無事が不幸中の幸い |

お彼岸の墓参 りに掃除をするのが慣例になっていて、その日も穏やかな日でした。掃除

する場所を広げて道路側も綺麗にしましょうと、等と塵取 りを持って始めたのですが、墓

前でつまずいて勢い良く転び、しばらくして何とか立ち上がり、痛い所を確認、出血した

手はタオルで巻き、急いでお花と線香をお供えして帰宅。脇腹がせき込んでも痛い、右側

の肩は痛 くて手が上がらない始末。息子の運転でその日の内に病院へ。

レントゲン検査で打撲とのこと.脇腹にバンドをして帰宅。夜 お風呂に入るつもりで
痛いところを確認すると、右肩から胸にかけて内出血。流石にお風呂は取 りやめ、病院で

再検査。鎖骨骨折とのこと。先生曰く「固定しよう」と、即コルセット装着です。この状

態で 6週間、お風呂はNO。 只、手足は動かせるので食事づくりには影響は無かったし、

買い物も重い物でなければ OK―。そこから週 2回の通院が始まりました。

久しぶりのお風呂に“温泉地での味わいを実感、満喫、感動 "

ナルクに何国か送迎の了解を得、でも子供 2人が仕事を調整して対応。ナルクの送迎

ボランティア活動は 1回。更に下着の上からコルセットを付けていて下着を変える作業

が出来ず、娘にコルセットの外し方を教わり、自宅で下着を変え、通院は週 1回に―。

この生活が 1か月余 り続き、10月 29日 にコルセットを外す許可が出て、思わず拍手。

自宅で取 り外した時の手の動きの軽やかさは感動もの。お風呂も自由になり、1か月ぶり

の入浴は温泉地での味わいに匹敵するくらいに感じました。嬉しかった。今回の怪我で

色々と考えさせられました。日頃から徐々に体力、知力の下降線を緩やかにとの思いでス

トレッチ、筋 トレ、徒歩で買い物、パズル、脳 トレ等々こなしていたのに……です。本当

に色々な方々に助けて頂き元気になりました。 (西武地区 山田幸子)
―――○―――○一一―○―――○―一―○―――○一――○―――○

坂戸市での認知症主題の家族介護教室 大盛会裏に終わる
去る11月 6日 (日 )坂戸市高齢者福祉課の委託事業として開催したナルク埼玉西拠点主

催の「認知症を主題とした家族介護教室」は、コロナ対策に気配 りし、定員を上回る参加

者を得て 2人の講師から貴重なお話を拝聴、役に立つ、いい勉強会だったという声を多

くの参加者から聞き、盛会のうちに終わった。内容は 2部構成で、先ず秋田大学の大田

秀隆教授の『「認知症の基本」とその対応について』拝聴。軽妙は日調で、特に診察と研

究をされ、随所に実例を入れた説明は、難しいテーマをわかりやすく説明して頂きまし

た。認知症は怖 くない、上手く付き合うことが大切 と強調され、特に、認知機能を維持す

るために大事なことは、継続的な運動、社会参加、食事、生活習慣病の治療、睡眠、適切

な生活住環境 (聴覚)を力説されていたことが印象的でした。

(以下次号へつづく)
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